
CEATEC JAPAN 2011に出展

◯�震災の影響で自動車向け製品の受注が減少し減収減益
◯照明向けと医療向け製品の受注が堅調のため通期予想を上方修正
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■朝日ラバー中間株主通信2012　平成23年4月1日▶平成23年9月30日

通期連結業績予想

百万円4,820売　上　高▶

百万円202営業利益▶

百万円141経常利益▶

百万円83当期純利益▶
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　10月4日から10月8日までの5日間、アジア最大級の最先端
IT･エレクトロニクス総合展といわれている「CEATEC JAPAN 
2011」に出展いたしました。当社のブースには名刺登録いただ
いた方だけで1,829人の方に来場いただきました。
　今回出展した製品は、照明関連製品では、10月から販売をス
タートした蛍光体シート、幅広く配光（バタフライ配光）するタイ
プや側面配光などバリエーションを追加したASA COLOR 
LENS、 近 紫 外 領 域にも対 応 できる高 反 射タイプ のASA 
COLOR RESIST INKです。
　機能製品は、燃料電池や医療機器などの内圧制御デバイス向
けの微小圧コントロールバルブ、取引先様のご協力を得て、人の
静電容量を検出して、タッチパネルで押し方向と押し圧を検知す
ることができる超薄型触覚フィルムを展示しました。
　今期からスタートした第10次三ヵ年中期経営計画では、今後の

収益の柱となる重点戦略製品と次世代の育成戦略製品で持続的
成長を目指しています。すでに具体的な案件につながる問合せが
多数寄せられており、新製品・開発製品の市場供給に向け、今
後の営業活動につなげていきます。

中期経営計画の
製品戦略を推進

●CEATECの当社ブース。多くの方が立ち寄られました。

Fi n a n c i a l  H i g h l i g h t s
■連結財務ハイライト



蛍光体シートを開発
　市場が大きく拡大しているLED照明市場に向けて、ASA 
COLOR LEDで培った蛍光体の配合技術を生かし、ゴムシート
に蛍光体を配合して樹脂でラミネートした蛍光体シートを開発しま
した。光源は青色LEDでも白色LEDでも対応することができます。
　蛍光体シートの特長は、①白色
LEDや照明器具に組み込むだけ
で、色調を簡単に変換することが
できます。②カラーフィルターでは
なく蛍光体による色調変換なので、
明るさを減らすことなく、効率良く

色調変換できます。③樹脂でラミネートして剛性を持たせること
で、お客様の生産工程での使いやすさを向上できます。④形状
や厚み、特殊な色調にもカス
タマイズして対応可能です。
　キャップ方式に加えてシート
方式のバリエーションを加える
ことで、お客様の照明設計の
バリエーションや生産工程の使
い勝手を向上させ、様々なご
要望に応えていきます。

　株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご高配
を賜り厚く御礼申し上げます。
　また、このたびの東北地方太平洋沖を震源とした地震
により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます
とともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
　今年４月からスタートした三ヵ年の中期経営計画で
は、次の収益の柱となる重点戦略製品の確立と、さらな
る成長につなげる育成戦略製品を設定しています。当社
独自の技術力に磨きをかけ、市場に付加価値を提供して
いくことを続けていくことが、当社の存在意義だと考え
ています。お客様からいただいた情報をもとに技術力を
駆使して製品企画し、それらをお客様や市場に投げかけ
てご意見をいただき、さらによりよい製品づくりにつな
げていく。こうしたサイクルを続けながら、当社の技術
はお客様や市場に育てられ、進化しています。
　照明関連事業では、これまでのキャップ式に加えて
シートによる提案をスタートし、よりお客様の使い勝手
を向上させるラインアップを進めました。また、シリコー
ン製のレンズを使った新しい用途向けの生産もスタート
しています。

　医療関連事業では、昨年からスタートした注射器用の
ガスケットが好調で、増築した工場も順調に稼動してお
り、当社事業の大きな柱に成長しました。
　機能製品関連事業では、車載向けの製品や次の成長が
期待できる製品が次々に立ち上がりつつあります。
　来年３月には、中国上海に販売子会社を設立し、お客
様の足元できめ細かい営業活動を進めると同時に、技術
面での提案、サービス、フォローもできるよう進めてい
きます。すでに中国での展示会にも積極的に参加し、グ
ローバル市場の動向とニーズを把握し、新しい成長の芽
を見つけています。
　このたびの震災による被害が未だ収まらない中、海外
で新たな不安定要因が顕在化しており、経営環境の不透
明感は今後も続くものと考えます。しかし、日本のもの
づくりの強みは、常に危機を克服し、逆に自らの糧とし
て成長し続けてきたところにあります。福島に工場があ
る企業として、利益を上げて雇用を守り増やしていくこ
とが、当社にできる最大の復興貢献だと思います。今後
も株主の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上
げます。
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代表取締役社長

“新しい価値”を
提供する真の中堅
企業を目指して
東日本大震災の影響を受けながらも、新たな成長の種が芽吹き始めました。

■株主の皆様へ

To  O u r  S h a r e h o l d e r s

上海上海

　現在、駐在事務所を設置し、主に出張活動の拠点となって
いる上海に販売子会社を設立することが決まりました。会社名
は「朝日科技（上海）有限公司」として申請し、現地での手
続きに入っています。
　照明事業分野のお客様は、中国を含む東南アジア、EUへと
その市場を拡大しているため、その市場と地域に合った製品開
発を進め、製品及びサービスを供給し収益拡大を目指します。
当社製品の魅力を伝えてお客様に距離感を感じさせないよう、
日本と中国東莞の生産工場と連携して、グループ全体の収益
力と技術力向上に努めます。また、販売活動だけでなく製品

開発・設計、アフターサービスまでカバーできる人材及び機能
を有した技術提案型の営業力を持った販売子会社を目指します。
　来年3月に中国上海市に設立、4月から事業をスタートする
予定です。また、資本金や代表者は今後決定する予定です。

海外販売体制強化のため、上海に販売子会社を開設予定

会 社 名 朝日科技（上海）有限公司（予定）

資 本 金 未定（朝日ラバー100％）

設　　立 平成24年3月（予定）

所 在 地 中国上海市内

7月14日
7月30日
8月25日
9月
10月4日から8日
10月9日
11月1日
11月11日

【2011年】

海外戦略
の進展

製品戦略
の進展

　中期経営計画の内容を説明し、当社事業の理解を深め
るため、7月30日に大阪で、8月25日に東京で個人投資
家向け会社説明会を開催いたしました。説明会当日の様
子は、当社ホームページのIR説明資料のページで来年２
月まで動画配信しています。また12月9日にも大阪で説
明会を実施する予定です。

　当社の様々な活動をタイムリーに幅広く伝えるために、
会社公式のツイッターを始めました。
　新聞に記事が掲載されたことや展示会の情報、また工
場のちょっとした情報などを発信し、社会への認知度を高
めるために採用しました。当社ホームページにもバナーを
設置していますので、ぜひご覧ください。

　シリコーン製のLED用 白 色レジスト反 射 材「ASA 
COLOR RESIST INK」が、産業タイムズ
社の「半導体・オブ・ザ・イヤー2011」
の半導体用電子材料部門で優秀賞を受賞し
ました。シリコーン製の白色レジスト材とい
う業界初の製品であることが注目されました。

個人投資家向け会社説明会開催。
ピック
アップ

2 会社公式のツイッターを始めました。
ピック
アップ

3
半導体・オブ・ザ・イヤー2011の
優秀賞を受賞。

ピック
アップ
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中国（上海）販社が取組む姿 

※例えば照明の場合、白熱電球代替法案は各国の戦略によって異なる。
　そのニーズが世界の工場に集まり、要求する製品部材が必要となる。

●販売活動
●付加価値模索
●技術力向上
●本社への利益還元

【海外営業】
●販売活動
●生産拡大
（付加価値向上）
●技術力向上
●本社への利益還元

【東莞工場】
●研究・開発型
　企業・大学
　との協業

【日本】

情報共有 海外工場

➡日本に生き残る研究・開発型トップランナーとの協業

➡ベンチマーク力

日本に市場・顧客トレンドをベンチマークする
経営企画を有する。世の中が求める先進的な技
術革新を絶えず繰り返す。

海外も市場・顧客トレンドをベンチマークでき
る能力を育み、地域に合った製品企画を行う。
特に海外は存在する地域だけでなく、企業が製
品力や技術力を欲する原点となる政府機関や法
規制の変化をグローバルに捉えた仕事をする。

海外
営業

海外
技術

市場変化の先端をベンチマークできる経営企画

新製品開発

製造・技術力

新製品投入

半導体・オブ・ザ・イヤー2011受賞

個人投資家向け会社説明会開催

会社公式ツイッター開始
CEATEC JAPAN 2011出展
第10回朝日ラバー杯卓球大会
国際工業博覧会（上海）
さいたま市テクニカルブランド企業認証更新
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ピック
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T o p i c s ■上半期トピックス

●蛍光体シート ●青色LEDの光をシートで変換



●発行可能株式総数	 	 11,500,000株
●発行済株式の総数	 	 4,618,520株
●株　主　数	 	 1,124名
●大　株　主

株　　主　　名 持株数 持株比率
有限会社伊藤コーポレーション 715,500株 15.73％
伊 藤 　 潤 227,000 4.99
伊 藤 　 巖 222,528 4.89
朝 日 ラ バ ー 共 栄 持 株 会 214,500 4.71
株 式 会 社 南 日 本 銀 行 195,500 4.30
朝 日 ラ バ ー 従 業 員 持 株 会 168,528 3.70
室 井 　 豊 134,500 2.96
株 式 会 社 武 蔵 野 銀 行 113,000 2.48
横 山 林 𠮷 99,460 2.19
株 式 会 社 東 邦 銀 行 97,400 2.14

（注）持株比率は自己株式（69,100株）を控除して計算しております。

Stock Information/Corporate Profile

●所有者別株式の分布状況

●個人・その他
　66.36％

●金融機関
　13.97％

●その他の法人
　17.75％

●自己名義株式等
　1.50％

●金融商品取引業者
　0.42％

所有株式数　4,618,520株

株式の状況／会社概要
（平成23年9月30日現在）

●商 号 株式会社朝日ラバー（ASAHI RUBBER INC.）
http://www.asahi-rubber.co.jp

●所 在 地 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目7番2
●設 立 昭和51年6月（創業 昭和45年5月）
●資 本 金 5億1,687万円
●証券コード 5162
●正 社 員 数 245名
●主な業務内容 工業用ゴム製品の製造・販売
●主な事業所

本 社 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目7番2
大阪営業所 大阪府大阪市城東区蒲生一丁目12番10号  京橋アドバンス21  205号
福 島 工 場 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪1番地
第二福島工場 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山1番地3
白 河 工 場 福島県白河市萱根月ノ入1番地21
上海駐在事務所 中国上海市長寧区延安西路1088号長峰中心516室

●関 係 会 社 ARI INTERNATIONAL CORPORATION
株式会社ファインラバー研究所
朝日橡膠（香港）有限公司
東莞朝日精密橡膠制品有限公司

●株主メモ
事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137−8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL　0120−232−711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所（JASDAQ市場）
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　http://www.asahi-rubber.co.jp
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、単元未満株式買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって

おります。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三

菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
3.  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

〒330-0801　埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目7番2
TEL	048-650-6051　FAX	048-650-5201

もっと 朝日ラバーを知る

積極的な情報開示に努めてまいりますので、
ぜひご覧ください。

http://www.asahi-rubber.co.jp

●役 員 取 締 役 会 長 伊　藤　　　巖

代 表 取 締 役 社 長 横　山　林　𠮷

代表取締役副社長 伊　藤　　　潤

常 務 取 締 役 中　沢　章　二

取 締 役 亀　本　順　志

取 締 役 渡　辺　陽一郎

常勤監査役（社外） 塙　　　雅　夫

監　査　役（社外） 柳　沼　　　晃

監　査　役（社外） 鈴　木　　　敦

WEBで
http://twitter.com/AsahiRubber

Twitterを始めました。会社の最新情報をお届けします。
ぜひフォローしてみてください。

Twitterで




